
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

南島原市 野田地区（野田集落） 平成２５年７月 令和３年３月

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

①地区内の耕地面積 209.6 ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 143.0 ｈａ

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 24.2 ｈａ

ⅰ　うち後継者未定または不明の農業者の耕作面積の合計 22.2 ｈａ

本地区は、入り作は少なく地区内の中心経営体で作付けしている状況であるため、現在貸し借りが行われている
農地については、農地中間管理事業を活用し、地区の中心経営体への農地の集積を進める。

基盤整備事業について、今後実施可能な地域の検討を行い、担い手への農地の集積を進めることで、農地の有
効活用を図るとともに、担い手が営農しやすい環境づくりを推進する。また、農家間で話す機会などで農地中間管
理事業の紹介・周知を行っていく。
有害鳥獣被害防止対策については、再度個々の防護柵の設置点検を徹底し、出没が確認されたら市・猟友会へ
の相談体制を整える。

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 56.1 ｈａ

（備考）

アンケート結果によると、加津佐町の縮小・離農したい耕作面積が１０．５８ｈａに対し、拡大したい中心経営体の
意向面積が３５．７ｈａと大幅に多いため、中間管理機構を活用し加津佐町内に留まらず周辺地区への貸し付け
が必要。
野田地区は、露地野菜を中心とした土地利用型の農業が主体であり、農地は有効活用されている。地区全体で
は、後継者は確保されているが一部の自治会では不足している。その付近は、傾斜地であり狭小な農地ばかりで
ある。今後、後継者がいない農地について、他の中心経営体が耕作してくれるか心配がある。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針


